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１．はじめに 前報 1)では知床半島羅臼側の S 河川において，治山事業の一貫として山脚固定を目的に整備さ

れた治山えん堤に設置された魚道の改善例を示し，魚道改善の効果を示した．この場合，既設の折り返し魚道

を改善している．また，落差が 5m 程度であるため，典型的な 1 回の折り返し魚道である．えん堤によっては

落差が大きく，10m 程度以上に及ぶものもあり，魚道長が長く，折り返しを繰り返さなければいけない場合

がある．このような場合に，通常の折り返し魚道と比べて，どのような配慮が必要であるのかを解明する必要

がある．また，既設の資料で解明できない場合，模型実験等で検討した結果に基づき魚道整備されることは一

般的であるが，魚道整備後の検証がなされていない場合が多く，課題を残すことが多い．ここでは，知床半島

羅臼側のC河川の河口から 150m上流に設置された落差 7.5mに及ぶ治山えん堤に新たに魚道を整備された事

例を紹介する．この場合，模型実験から得られた結果に基づき魚道整備がなされているため，実験結果を検証

したものでもある． 
 
２．魚道整備の課題 
 知床半島の羅臼側を流れる C 河川

の河口から 150m 上流，および 300m
上流に，総落差 7.5m, 7.9m の治山え

ん堤が設置されている (写真 1, 2)．
設置以来 23 年間は遡上できる環境

はない．この場合，共に総落差が大

きく，縦断方向の魚道延長を設ける

ことが困難な箇所であるため，複数

回にわたって魚道を折り返す必要が

ある． 
写真 1,2 に示されるように，えん

堤下流側では急流河川となり，魚道

と河川との接続環境を慎重に検討す

る必要がある．また，落差が大きい

ため，洪水流によって過剰な流量が

魚道内に流入しない工夫が必要であ

る．さらに，魚道を複数回に折り返

すことによって，魚道流入口が放水

路から離れる可能性があり，迷入防

止を図ることも重要となる． 
３．提案魚道の特徴 
 写真 3 は提案魚道の模型を示し， 
写真 4 は実際に施工された提案魚道を示す．提案魚道のポイントは以下の通りである． 
・魚道の構造の基本はプール式台形断面魚道である．多様な水生生物が水際を利用して遡上できる構造である． 
・洪水時には，最大 20 ㎝前後の礫を排出できる構造 2)となっている． 
・魚道流入部において洪水時流木によって封鎖されないように開口され，屈曲に曲がっているため，流量の増

加に伴い過剰な流量が流入しないように流量制御が自然と機能するようになっている 1)．なお，魚道内に流

入する最大流量は約 5m3/s である． 
・魚道プールが 5 箇所以上連続しているため，5 箇所に１箇所の割合で，隔壁間のプール長が通常の 1.5 倍と

なるプールが設けられ，遊泳魚が休息しやすくなっている． 
・折り返し部において側壁の一部が 1 割勾配の傾斜面となっているため，洪水時に輸送された礫が堆積しにく

く，速やかに下流側に排出される構造となっている．  
・魚道導流壁として，傾斜した側壁部より上部 1.2m までは鉛直壁で覆っている．このことによって，約 4 m3/s

までの流量が魚道内を流下する． 
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写真１河口から 150m 上流に位置する治山えん堤とその下流の流況 

 

写真 2 河口から 300m 上流に位置する治山えん堤とその下流の流況 
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４．魚道および周辺の流況 
提案魚道の通常時の流況を確認す

るため，現地施工された現地で流況

の検証を行った． 
模型と原型との間で大きく異なる

のとは気泡混入の状態である． 
模型実験で通常時の魚道内の流況

を検討するスケールとして，スケー

ル効果を最小限とするために 1/2～
1/3 縮尺模型を用いて検討している．

折り返し魚道全体模型を 1/2～1/3 縮

尺で制作するのは実験施設の規模や

経済性を考えて難しいが，魚道の一

部を再現することは可能である． 
洪水時の魚道内の流況の検討とし

ては粘性の影響を考慮して 1/10～
1/20 縮尺で実験することが適当であ

る． 
 写真 4～7 は魚道および魚道直下

流側の通常時の流況を示す．気泡混

入量は模型で検討した場合と比べて

多いが，遡上径路となる水際ではほ

とんど気泡の混入がなく，模型で検

討した場合とほぼ同様な流況となっ

ていた．特に，通常の隔壁間の長さ

の 1.5 倍としたプールでは，原型で

も越流水脈があまり乱れることがな

いことを確認することができた．す

なわち，プール内で流速が十分に減

衰されていることを意味する． 
 折り返し部の流況については 1/2
～1/3 縮尺の模型実験は実施できな

かったが，写真 7 に示されるように，

気泡混入の影響が折り返し部の側壁

まで及ぶことがなかった．このこと

は，気泡によって遡上経路を遮るこ

となく遊泳魚が速やかに遡上できる

環境であることを意味する． 
魚道下流端では，魚道に向かう前

に待機できる程度のプールが設けら

れているため，遡上しやすい環境で

あることが推測される．これは，魚

道以外からの降河にも配慮したこと

になる．  
５．遡上環境の確認  

2009 年 3 月に竣工され，同年 8 月および 10 月にカラフトマスおよびシロサケの遡上を確認したところ，

23 年ぶりに 1000 尾前後のカラフトマスの遡上を確認することができた(写真 8 参照)．また，羅臼側ではシロ

サケの遡上数は少ないが，遡上したシロサケを確認することができた．さらに，魚道内では，プール式台形断

面魚道として期待される水際に沿った遡上 3)も多数確認することができた．なお，大型魚でなくオショロコマ

の遡上についても確認することができた．今後は，魚道周辺の経年変化を検討していく． 
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写真 3 模型実験で使用した提案魚道（1/16.7 縮尺スケール） 

 

写真 4 施工された提案魚道の全体像と魚道下流端の状態 

  

写真 5  魚道流入部での流況     写真 6  1.5 倍のプールでの流況 

  
写真 7 折り返し部の流況     写真 8 遡上したカラフトマスの群れ 
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